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指導内容概観
指導項目の関連図・つながり解説
３観点における評価規準例
単元の配当時間と評価の観点一覧
各授業の授業案
授業スライド
授業プリント

データを日文 Webサイトからダウンロードする形で提供します

授業プリント／スライド	 解説動画
定期テスト用問題集	 小問問題データ集
プログラミング学習教材

　 ●プログラミングプリント	 ●アルゴリズム小図鑑　

教科書データ

　 ● 紙面　 　　 ●テキスト	 ● 図版　等　

シラバス案	 　年間指導計画例
観点別評価規準例	 　評価支援シート

『問題演習ノート』データ
教科書 QRコンテンツ関連データ

　 ● 用語・要点確認問題	 ●ワークシート	   ● 動画　
　 ● 練習問題	 ● 実践問題

教授資料は 2 編構成
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　情報のデジタル化では、まず、コンピュータは2
進法であらわされるデジタルデータを処理する機械
であることを理解させる。コンピュータで扱うあら
ゆる情報（文字、音、画像など）は１，０の信号にデジ
タル化されることで、蓄積、編集、圧縮、統合、伝
送が容易になっている。
　デジタルデータは２進法で表現されており、これ
を基盤として情報量の単位が定義されていることを
理解させることが必要である。また、ビットは本来、
情報の確率から定義されるが、高校段階では符号を
割り当てたい情報の数と結びつけて理解させるよう
にしたい。
　アナログデータをデジタルデータに変換するには、
標本化、量子化、符号化のプロセスをとるA/D変換
が行われていることを理解させる。その際、アナロ
グデータから省かれる情報があることについても触
れ、これらのプロセスの精度とデータ量（データサイ
ズ）を関連づけて考えられるようにする。

　符号化と情報量のしくみの理解を確認するために、
データ量に関する計算についても取り扱う。特に、音、
画像、動画のデータ量に関する計算は、標本化周波
数、量子化ビット数、画素、解像度、フレームレー
トといった用語とともに理解させ、情報量の計算を
身につけさせる。
　データの圧縮に関しては、その役割や利点を理解
させる。その際、画像や音、動画のデータについて
も触れ、身近なところでデータ圧縮が利用されてい
ることも意識させる。また、圧縮のアルゴリズムに
ついても触れておきたい。ランレングス圧縮やハフ
マン符号化などを例に扱うことで、ビットと情報量
の関係をより深く理解させることができる。
　２進法については、コンピュータ内部の計算の仕
組みである論理回路や、ネットワーク分野などにも
密接にかかわってくるため、計算などを含めて、丁
寧に指導することを心がけたい。

情報のデジタル化第４章

この章の目標

  コンピュータで扱うデジタルデータの特徴を、アナログデータと比較して理解する。
  デジタルデータが2進法で表現されることを理解し、その表現方法を身につける。
  数値、文字、音、画像をコンピュータがどのように表現しているかを理解する。
  圧縮技術の利点、さまざまな圧縮方法のしくみやそれぞれの方法による特性を理解する。

指導の概要

評価規準例

この章の構成と配当時間等

図　「デジタル化」の関係図

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

・ コンピュータでの情報のあらわし方に
ついて理解している。

・ 情報をデジタル化することの利点や特
性ついて理解している。

・ 標本化、量子化、符号化の手順で情報
がデジタル化される過程において、音
質や画質が変化することを、情報量と
関連づけながら科学的に考察すること
ができる。

・ 圧縮技術に関心を持ち、身の回りの生
活での圧縮データの活用事例や圧縮
データ形式について、積極的に調べよ
うしている。

教科書頁 学習内容（見出し） 配当時間※
評価の観点

知 思 態

p.44-45
１　アナログとデジタル

［１］アナログとデジタルの違い
［２］アナログとデジタルの特徴

1(1) ◎ ○

p.46-48
２　符号化と情報量

［１］情報のデジタル化
［２］データの情報量、情報量の単位

1(1) ◎ ○

p.49-51

３　コンピュータで用いられる数の表現
［１］10進法から２進法への変換
［２］２進法から10進法への変換
［３］16進法への変換

1(1) ◎

p.52-53

４　文字のデジタル表現
［１］文字コード
［２］さまざまな文字コード体系とUnicode
［３］文字の表示と印刷

1(1) ◎

p.54-57

５　音のデジタル化
［１］音のA/D変換
［２］標本化周波数と量子化ビット数
［３］PCM方式でデジタル化した音のデータ量
［４］標本化定理
［５］音声データのファイル形式
［６］符号を割り当てる方法

1.5(1) ◎ 〇 〇

p.58-61

６　画像のデジタル化
［１］画像のA/D変換
［２］ビットマップ画像の解像度と色の表現（階調）
［３］ビットマップ画像のデータ量
［４］画像データのファイル形式
［５］ベクトル画像

1.5(1) ◎ 〇

p.62-63
７　動画のしくみ

［１］フレームとフレームレート
［２］動画のデジタル化と圧縮

1(0.5) ◎ ○

p.64-67

８　データの圧縮
［１］データ圧縮
［２］圧縮率
［３］ランレングス法
［４］ハフマン符号化

2(1.5) 〇 ◎

※配当時間の括弧内の時数は、年56時間の場合。

・2進法用語

・データサイズ
・圧縮用語

関連

関連

第5章
2　2進法による計算

第8章
2　ネットワークの
接続方法と通信速度

デジタルデータ

PCM方式の音声 ビットマップ画像 文字コード ベクトル画像

A/D変換
（標本化・量子化・符号化）

符号化

デジタル化

2 3

指導編

展開１ 15分 アナログとデジタルの違いについて考察させる。

展開2 20分 アナログとデジタルの特徴を理解し、例題・問題を解かせる。導入 5分 アナログとデジタルについて関心を持たせる。

【７】【２】

【６】【１】

【５】

【４】

【３】

  「記録」についてデジタルデータのメリットを示す。
  身の回りで思い当たるメディアをあげさせてもよい。

→  スマホ、コンピュータ　など

  アナログとデジタルの違いについて考えさせる。
  思いつく違いをあげさせてみてもよい。

→  目盛りの有無、読み取れる値の細かさ、読み取りやすさ、
コンピュータかどうか　など
  どちらが使いやすいか聞いてみてもよい。

  アナログデータと比較したときのデジタルデータのメ
リットについて、表で３つのメリットを提示する。詳しく
は以降のスライドで説明する。
  デメリットについても考えさせてみるとよい。
  コンピュータでデジタルデータを扱う際、これらの特徴
を考慮することが必要である。

  この授業の目標を提示する。

  アナログとデジタルについて、ほかの機器で考えさせる。
  身近な例として、体重計や自動車の速度メーターなども
ある。生徒にあげさせてみるのもよい。
  音の波は、音のデジタル化で詳しく確認するが、標本化
周波数や量子化ビット数によって波の波形が変化する。

  デジタルとデジタルデータについて説明しながら、生徒
にプリントの穴埋めをさせる。／デジタル、デジタルデー
タ
  デジタルでは量の表現が離散的であるため、表現できる
値より細かい量を表現することはできないが、値を区切
ることでデータ量を減らしたり、表現されたデータを読
み取りやすくしたりすることができるという点も抑えてお
く。

  アナログとアナログデータについて説明しながら、生徒
にプリントの穴埋めをさせる。／アナログ、アナログデー
タ

＋  アナログのほうが、情報量が多くなりやすい。

アナログとデジタル

教科書　p.44-45

１

配当時間 50分

動画、実習データ関連資料

学習の目標（めあて）

授業展開例

アナログとデジタルの意味を理解し、それぞれのデータの特徴や、利用のメリット・デメリットについ
て考え、説明することができる。

評価規準例

評価の観点 評価の内容 評価手段

知識・技能
アナログとデジタルのそれぞれの特徴について理解している。 授業用プリント

思考・判断・表現
アナログとデジタルのそれぞれの利点と欠点について考えることができ
る。

授業用プリント

主体的に学習に
取り組む態度

アナログとデジタルのデータを扱う身近なものを積極的に探し、理解を
深めようとしている。

授業用プリント

導入 展開１ 展開2 まとめ・
振り返り

5分 15分 20分 5分

4 5

まとめ・振り返り 20分

【14】

【13】

  スライドを用いて授業のまとめを行う。
  振り返りを行わせる。
  用語問題、要点確認問題などを解かせてもよい。

【８】   「加工」におけるデジタルデータのメリットを示す。
  以降、コンピュータでデジタルデータを扱う際は、これ
らの特徴を踏まえることが大切である。

【９】   「劣化」におけるデジタルデータのメリットを示す。
  １章で扱った情報の特性「物質としての形がない」「消
えない」「簡単に複製できる」「容易に伝播する」と近似
する点に触れてみてもよい。

【10】   例題を提示し、次のスライドで解説する。
  ア→「複製が容易」はデジタルの特徴。／イ→連続的

な値をとるアナログデータは、変化のようすをとらえや
すい。／ウ→異なる種類のデータを同じメディアで保存
できるのは、デジタルの特徴。／エ→ウと同様、デジタ
ルの特徴。

【11】   p.45問題１を解かせる。　２分程度
  次のスライドで解説する。

  ⓪「目盛り以下の範囲が読み取れる」は、連続的に表
現するアナログの特徴。／① アナログの特徴。／② デ
ジタルの特徴。／③ デジタルは表現が離散的で細かい
変化がわかりづらいが、データが細かくないため読み取
りがしやすい。

【12】   類題を解かせる。　５分程度
  話し合いながら解かせてもよい。
  表現が連続的なもの、離散的なものに分けて考えるとよ
い。

  類題の解説をする。
  ラジオ放送はデジタル受信のものもあるが、送信はアナ
ログで行われている。またインターネットで配信されて
いるラジオ番組もあるが、ここでは一般的なラジオ放送
についての問いになっている。

授業用プリント（1枚）

6 7

当該の章（または節）で扱う 
項目の関係性を図解

単元を見通す上記の記述に基づき、当該単元が他の
項目とどうリンクするのかを適宜図解しています。

教科書のテーマごとに授業案を掲載

授業ごと（教科書のテーマごと）にめあて、評価規準例、
展開例から構成される授業案を示しています。

授業スライドで授業の流れを可視化

授業展開例では、授業の流れ・構成を授業スライド
で例示しています。授業スライドの横には、指導内容
や指導上の留意点などを記載しています。

教科書見開きごとの配当時間と 
評価の観点

単元を構成する授業ごと（教科書の各テーマごと）の
配当時間と評価の観点を一覧にしています。

授業スライドと授業プリントで、授業準備負担を軽減

授業スライドは、デジタルデータ編（➡p.3）に収録しています。また、授業案の最後に記載された「授業プリン
ト」も同様にデジタルデータ編からご利用いただけます。授業スライドと授業プリントは併用を前提につくられて
います。授業スライドと授業プリントを併せてご利用いただくことで、授業準備の負担を大幅に軽減できます。

！  指導計画に必要な情報をコンパクトにまとめ、授業案の構成と流れを可視化しました。

各単元（節または章）の指導内容を俯瞰

各単元で扱う内容が、「情報Ⅰ」で扱う他の内容とどのように関連
づけられるのかを、指導上の留意点とともに解説します。限られ
た時間数のなかで、情報Ⅰを指導することには大きな困難が伴い
ます。その難しさを克服するためには相応の工夫が求められます
が、年間指導計画を検討する際、あるいは各単元を指導される際
に参照することで見通しよく授業を計画することができます。

３観点における評価規準例

単元ごとの評価規準例を３つの観点で示して
います。授業ごと（教科書の各テーマごと）の
評価規準例は、単元導入の後ろに続く授業案
を扱ったページに記載しています（右頁参照）。

〈単元導入〉

〈授業案〉
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 授業プリント（Word ／ PDF）

授業スライドの流れに沿って構成しています。
Wordデータをお使いの場合は、改変して利用することもでき、ゼロからプリントを用意する必要がありません。

 授業スライド（PPT／Google スライド）

授業プリントとの一体的な使用も可能です。
また、授業プリントと同様に、改変して使用することができるため、スライドをゼロから用意する必要がありません。

教科書のテーマ（大見出し）ごとに授業プリントをご用意しています。
スライドとプリントは一体的なご利用が可能です。

デジタルデータ編 ！  先生の指導を助けるコンテンツが充実！

授業プリント／スライド

✔ �授業の進度や生徒の理解度に応
じて、語句や表現を追加・調整
したり他の教材と組み合わせた
り、再構成することができます。

✔ �PDFはそのまま印刷して配布
できます。また、レイアウト崩
れの心配もなく、端末・OSを
問わず表示することができます。

✔ �スライドの順序変更や追加、ノート
欄の編集など、授業スタイルに応じ
てカスタマイズできます。

✔ �授業スライドはPowerPoint版
に加えて、Googleスライド版も
ご用意しています。オンラインで
の利用など幅広いシーンでご使
用いただけます。

アルゴリズム小図鑑（PDF）
教科書に掲載されている基本的なアルゴリズムを、＋αの
内容も含めて例とともに解説した学習資料です。自学時や
講習時の参考資料としてご利用いただけます。

プログラミングプリント（Word ／ PDF）
プログラムの基本をステップアップしながら学習できるプリ
ントを収録しています。解答あり・なしの２種類をご用意し
ています。

プログラミング学習教材
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 動画 PPT データ（PPT／Google スライド）

動画の内容をPowerPointのファイルでご用意します。授業スライドに組み込むなどしてご利用いただけます。

デジタルデータ編 ！  授業の幅が広がる！　＋αの教材で授業を支えます。

教科書QRコンテンツで提供する動画を収録しています。教科書からアクセスする場合は、オンラインで見ることができま
す。教授資料ではファイル形式で収録しているため、オフラインでの利用など、より幅広い場面でご活用いただけます。

教科書に記載の問題やオリジナル問題を、単元ごと（「情報Ⅰ」は節ごと、「情報Ⅰ ADVANCED」は章ごと）に整理し、領
域別に問題を抽出しやすい内容になっています。

教科書QRコンテンツの「用語問題」「要点確認問題」のデータを収録して
います。さまざまな形式でご利用いただけます。

解説動画（mp4）　全 93 本収録（情報Ⅰ：76 本、情報Ⅰ ADVANCED：80 本）

小問問題データ集（Word）

✔ �通信環境による再生遅延を軽減し、
安定した活用が可能です。

✔ �特定の場面だけを取り出し
て提示できるため、指導の
意図や授業の流れに合わ
せてご利用いただけます。

✔ �必要な場面を組み合
わせたり、お手元のス
ライドファイルに組み
込んだり、補足説明
や設問などを差し込
むことで、より深い指
導が可能になります。

特 長

教科書QRコンテンツ「練習問題」を
改変可能なファイル形式で収録してい
ます。

練習問題（Word・PDF）

✔ �PDFファイルは、印刷してそのま
ま授業で配布できるため、準備
の手間を省き、時短にもつながり
ます。

✔ �解答あり・解答なしの２種類の
データを収録しており、目的に応
じた使い分けが可能です。

✔ �解答解説は生徒の自学や復習に
も役立ちます。

特 長

発展的な問題を扱う「実践問題」を改変
可能な形式で収録。一年の学習成果を
確かめることができます。

実践問題（Word）

✔ �Wordファイルは、授業の進度や
生徒の理解度に応じて、問題の
追加・削除・改変が可能です。

✔ �共通テストに近い形式で構成され
ており、本番を意識した演習に活
用できます。

✔ �理解の定着度や応用力を確認す
るための小テストとしてもご利用
いただけます。

用語・要点確認問題
（Excel ／Google フォーム・Microsoft フォーム）
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教教科科書書 pp..5522--5533  第第４４章章  ４４  文文字字ののデデジジタタルル表表現現  

 

１１  文文字字ココーードド 

 

(1) ASCII コードについてまとめよう。 

 

 

問問題題１１ 教科書 p.52 

(1) 

 H e l l o 

16 進法      

2 進法      

10 進法      

(2)  

 

 

 

２２  ささままざざままなな文文字字ココーードド体体系系とと   

 

(1) 文字コードと文字符号化方式の関係についてまとめよう。 

 

 

 

 

 

 

 

年 組 番 名前 

 

３３  文文字字のの表表示示とと印印刷刷  

 

(1) テキストデータ…文字コードだけを記録したデータのこと。 

 

(2) フォントとグリフについてまとめよう。 

 

 

(3) ビットマップフォントとアウトラインフォントについてまとめよう。 

 ビットマップフォント アウトラインフォント 

特徴   

用途   

 

問問題題２２ 教科書 p.53 

 

 

◎◎  振振りり返返りり  ◎◎  

 

 

● 教科書データ
　�紙面データ（PDF、ルビ付きバージョン含む）、テキスト
データ（TXT）、図版データ（JPEG／PNG）

● 指導を支えるデータ集
　�シラバス案、年間指導計画例、観点別評価規準例を
Excel／PDFでご用意しています。

● �教科書準拠教材『問題演習ノート』データ（Word・
PDF）

　紙面データは解答あり・なしの２種類を収録。
　解答解説もWord／PDFでご用意しています。

● 評価支援シート（Excel）
　�観点別評価規準例に対応した成績処理用の支援
シートです。
　�定期テストや単元ごとの得点を観点別評価（Ａ～Ｃ）
へ変換でき、その結果に基づいて５段階の学期評
定・通年評定を算出することが可能です（予定）。

デジタルデータ編 ！  目的に応じて“選べる” “ すぐ使える” 　
データが豊富にそろっています。

Google フォーム・Microsoft フォーム
オンラインでの実施に対応しており、自動採点・集計に
より、生徒の理解度をすぐに可視化できます。
生徒の端末から手軽に回答でき、個別のペースに応じた
テスト利用や反復学習にもご活用いただけます。

定期テストにご利用いただける問題をご用意しています。進
度やレベルに応じて問題を作成できます。また、解答あり・
なしの２種類のデータで、使用場面に応じて柔軟にご活用い
ただけます。

定期テスト用問題集
（Word/PDF/Google フォーム・Microsoft フォーム）

教科書QRコンテンツ収録の自学用
「ワークシート」を収録しています。

ワークシート（Word）

特 長

✔ �設問の追加・削除、表や図の挿入、語句や表現の調整が可能
で、授業の目的や生徒のレベルに応じて柔軟にアレンジできます。

✔ �記入例あり・なしの２種類のデータで、授業はもちろん、家庭
学習の教材としても活用いただけます。

その他

● VBA 実行用Excelファイル
VBAを実行するためのExcelファイルを収録。Excelファ
イル上でプログラムを実行することができます。

● 実習用Excelファイル
「データの活用」の授業で使用できるファイルを収録して
います。操作のためのガイドも記載しており、自学用とし
てもご活用いただけます。

● Python・VBAソースコード（TXT）
教科書に掲載されているソースコードのVBAバージョン
も収録しています。

● 関連データ

本書の無断転載・複製を禁じます。
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